
量
4

511 500 489 481 474 465 0
g

526 0 - - - - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

様式Ｃ 最終更新日：令和  4年 1月12日 1頁

後期基本計画 令和　４年度 施策方針書

０１ 多様なつながりによって市民が行動しているまち
０３ 環境に配慮するまちづくり
０１ 住民協働による環境保全

環境課 総括主査  武田　憲昭

本市の良好な環境を保全するため、環境基本条例及び第２次環境基本計画に基づき、エネルギー利用の節約による二酸化炭

素等の温室効果ガス排出量の削減、再生可能エネルギーの活用、ごみ減量・資源化の推進、地域清掃による環境美化その他

の環境保全などの取組みを市民、事業者及び市が連携し、協力しあいながら「住民協働による環境保全」を推進します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮

ら

し

1日当たりのごみ排出量（住民1人当たり）

1 842 828 814 800 800 -
g 856

860 865 0 - - 0.0

令和 3年度
令和 2年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

2264  クリーンたきざわ運動推進事業

地域清掃実施回数
1

120 120 120 120 120 120 120
回

90 93 - - - - -

2920  環境基本計画推進事業

環境審議会の開催回数
2

1 2 3 1 1 1 1
回

1 0 - - - - -

2967  衛生指導推進事業

定期報告書提出枚数
3

384 384 384 384 384 384 384
枚

384 384 - - - - -

15106  ごみ減量化推進事業

1人1日当たり家庭系ごみ排出



策

た環境を将来の世代に

の

引き継ぐため、市民の

実

環境保全意識の高揚を

現

図っていくと伴に第３

に

次滝沢市環境基本

計画

影

を策定し、地球温暖化

響

対策としてごみ減量・

す

資源化の推進などに取

る

組み、二酸化炭素等の

社

温室効果ガス排出量の

会

削減を

図ることが必要

環

です。

(３) 基本計

境

画内方針及び令和 4

変

年度重点課題に基づく

化

優先順位の考え方
本市

(

の良好な環境を保全し

３

、地球温暖化対策及び

)

循環型社会の構築を推

 

進するため、市民の環

基

境保全意識の高揚を図

本

るとと

もに、ごみ減量

施

・資源化の推進など実

策

践行動につながる事業

と

を実施します。

の関連性

３．施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｃ 最終更新日：令和  4年 1月12日 2頁

後期基本計画 令和　４年度 施策方針書

０１ 多様なつながりによって市民が行動しているまち
０３ 環境に配慮するまちづくり
０１ 住民協働による環境保全

環境課 総括主査  武田　憲昭

「住民協働による環境保全」のため、市民、事業者及び市が連携し、協力しあう住民協働の取組みを推進しています。

政

特に

たきざわ環境パー

 

トナー会議は、自然観

 

察などの環境に配慮し

 

た様々な取組みを行っ

 

ており、会員のほか環

策

境ボランティア

として

:

多くの方が参加してお

基

り、環境を意識した住

本

民協働による環境保全

施

活動の輪が広がってい

策

ます。

経済活動、生活

:

様式の変化等により地

施

球温暖化が進み、気象

 

状況が大きく変動し、

 

自然環境も変化してい

 

るとともに、高齢

化社

 

会が進み、管理が行き

策

届かない空き地等の増

:

加が懸念されるなど、

施

社会環境も変化してい

策

ます。また、ごみ処理

担

の広域

化の推進により

当

ごみ処理の考え方への

職

理解を深めていく必要

・

があります。

基本施策

氏

としている「環境に配

名

慮するまちづくり」は

２

、市民、事業者及び市

．

が連携し、協力しあう

施

環境に配慮したまちづ

策

く

りを推進するもので

の

あり、本市の良好な環

実

境を保全するためには

現

、市民が環境を意識し

に

た住民協働による環境

向

保全活動を実

践するこ

け

とが必要となるため、

て

基本施策と大きな関連

の

性を持っています。

・

現

本市の良好な環境を保

状

全するため、自治会な

を

どの地域活動及び環境

認

ボランティアを支援し

識

、環境保全活動の活性

す

化を促進

することによ

る

り市民、事業者及び市

(

が連携し、協力しあう

１

良好な環境の保全及び

)

循環型社会の構築に向

 

けた取組みを推進し

ま

施

す。また、市民の環境

策

保全意識の高揚を図る

目

ため、ネットワークづ

標

くり及び交流を促進す

の

る取組みを行います。

進

・本市の地域の清潔の

捗

保持を図るため、住民

状

協働による環境美化活

況

動を進め、清潔で住み

分

やすく、市民一人一人

析

が地域に愛

着を持つた

(

めの取組みを行います

２

。

(２) 基本計画内

)

の取り組みと方針のう

 

ち、令和 4年度の重

施

点課題
・本市の恵まれ



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)

様式Ｃ 最終更新日：令和  4年 1月12日 3頁

後期基本計画 令和　４年度 施策方針書

０１ 多様なつながりによって市民が行動しているまち
０３ 環境に配慮するまちづくり
０１ 住民協働による環境保全

環境課 総括主査  武田　憲昭

2198  狂犬病予防事業

1,761 1,747 0.8 1,761 1,761 1,761 7,044

2264  クリーンたきざわ運動推進事業

2,644 2,680 △1.3 2,644 2,644 2,644 10,576

2920  環境基本計画推進事業

2,540 2,869 △11.5 262 262 262 3,326

2967  衛生指導推進事業

1,125 1,126 △0.1 1,125 1,125 1,125 4,500

2975  旧最終処分場閉鎖関連事業

0 0 0.0 0 0 0 0

2981  環境マネジメントシステム推進事業

0 0 0.0 0 0 0 0

2982  環境放射線監視事業

220 69 218.8 69 69 223 581

3012  環境保全対策事業

4,397 4,341 1.3 4,397 4,397 4,397 17,588

3133  環境衛生事業

183 262 △30.2 183 183 183 732

8914  滝沢・雫石環境組合負担金

965,184 916,913 5.3 959,821 974,714 930,966 3,830,685

10144  盛岡地区衛生処理組合負担金

214,599 200,817 6.9 215,621 226,219 203,282 859,721

13785  ごみ処理等広域化推進事業

8,739 9,575 △8.7 8,739 8,739 8,739 34,956



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)

様式Ｃ 最終更新日：令和  4年 1月12日 4頁

後期基本計画 令和　４年度 施策方針書

０１ 多様なつながりによって市民が行動しているまち
０３ 環境に配慮するまちづくり
０１ 住民協働による環境保全

環境課 総括主査  武田　憲昭

15106  ごみ減量化推進事業

301 576 △47.7 301 301 301 1,204


